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非認知能力を育てる学習指導の一考察

◆ 「非認知能力」や「学びに向かう力，人間性等」の見えない学力について分析し，それ

らの力を，児童生徒自身が自ら学び取っていく学習指導の在り方が重要である。

◆ 「メタ認知」，「自己調整能力」を育成する学習指導として，「省察する場の設定」や

「教師の言葉掛け」，「振り返りの工夫」することが大切である。

＃非認知能力の育成 ＃省察を取り入れた学習 ＃教師の言葉掛け
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１ はじめに

学習指導要領では，児童生徒が「何ができ

るようになるか」をキーワードに資質・能力

を育成することに重きを置いている。具体的

には，「知識及び技能」，「思考力，判断力，

表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」

の三つの柱である。この資質・能力を学力で

捉えると，「見える学力」と「見えにくい学

力」，「見えない学力」の三つに分けること

ができる。また，「認知能力」と「非認知能

力」の二つに分けて考えることもできる（図

１）。本稿では，この中の「非認知能力」と

「学びに向かう力，人間性等」に着目し，日

図１ 氷山モデルから見る学力の三要素

頃の授業の中で，児童生徒へどのように指導

したらよいか考えていきたい。

２ 認知能力と非認知能力について

認知能力と非認知能力は，明確に区別する

のは難しいが，認知能力とは，各教科等の試

験の点数やIQ，偏差値など，学力テストで測

ることができる力，非認知能力とは，自信や

意欲，忍耐力，創造性など学力テストで測る

ことができない児童生徒の性格や特性などの

内面性と言われる(表１)。この力は，学習指

導要領で示す資質・能力の「学びに向かう力，

人間性等」であり，他の資質・能力とどのよ

うにバランスよく育成していくのか考えてい

く必要がある。

表１ 非認知能力の種類

① 自己肯定感・自信
② 粘り強さ・忍耐力
③ 意欲や好奇心
④ 自制心や誠実性
⑤ メタ認知ストラテジー
⑥ 社会適応力，社会性，創造性
⑦ 回復力と対処能力
⑧ コミュニケーション力
⑨ その他（性格的な特性）



小学校学習指導要領解説(平成29年告示)総

則編1)では「学びに向かう力，人間性等」に

ついて次のとおり述べている。

この情意や態度等を育成するためには，

「主体的に学習に取り組む態度」や「メタ認

知」に注目する必要がある。

ここでは「主体的に学習に取り組む態度」

の評価の側面となる「粘り強い取組」や「自

己調整能力」，「メタ認知」の三つの着眼点

から学習指導について述べていきたい。

メタ認知とは，「自らの認知活動（考える，

調べる等）を高次なレベルから認知する，つ

まり自分の学びを俯瞰的に見つめること」で

ある。学習中にメタ認知を働かせることで，

自分の学びを調整することにもつながる。し

かし，学びを調整する際，児童生徒がどのよ

うに学習を進めていくか判断するためには，

学習方略（学び方）を身に付け，粘り強く自

らの学習を自己調整できるようになることが

大事である。学習方略（学び方）については，

学習経験を重ねることで，身に付いていくと

考える。児童生徒が，これらを粘り強く自ら

学び取っていくためには，自分の学びを自分

で省察するための学習活動や教師の言葉掛け

が大切であると考えられる。

４ 自分の学びを省察する学習活動

児童生徒が学びを自分事として捉え，粘り

強く自己調整するためには，自分の学びを常

に省察するような学習活動を展開する必要が

ある。岡田(2020)は，授業中のメタ認知的運

動尺度として15項目を示している（表２）。

この項目全てに共通することは，児童生徒が

３ 「学びに向かう力，人間性等」について
学習過程において，自分の学びを俯瞰すると

共に，どのように学びを展開したらよいか考

えているところである。つまり，学習内容だ

けでなく，児童生徒が自分の学びを省察する

ような場を設定するとよいと考える。

表２ 授業中のメタ認知的活動尺度の項目

（岡田，2020）を基に筆者が一部改作

この15項目は，「主体的に学習に取り組む

態度」の評価項目としても読み取ることがで

き，言い換えると，学習活動設定の考え方と

しても捉えることができる。

導入では，めあてに対して自分のレディネ

スを省察したり，学習の見通しを考えたりす

るような学習活動の設定を行う。展開では，

自分の学びの状況を省察し，必要に応じて様

々な学習方略(学び方)を自ら見いだすことが

できるような学習活動を取り入れる。終末で

は，自分の学びを省察し，獲得した学習内容

や学習方略(学び方)を確かめ，次の学習に生

かしていくような学習活動の設定を行う。そ

して，これらは教師が，意図的に仕掛けるこ

とが大切である。メタ認知を取り入れた学習

活動を積み重ねることにより，児童生徒はそ

のよさを実感し，学習方略(学び方)として自

らメタ認知を働かせるようになると考える。

５ 伴走者としての教師の言葉掛け

児童生徒が学習を進める中で，「自己調整

能力」や「メタ認知」を高めるためには，教

師は主導者ではなく，あくまでも伴走者とし



て児童生徒の学びに寄り添い，その過程を見

守り励ましていく必要がある。その際の教師

の言葉掛けについて，鹿児島市立山下小学校

では，「伴走者としての教師の言葉掛け」と

して，「尋ねる」，「共に考える」，「認め，

励ます」の三つの考え方が大切だと述べてい

る（表３）。また，児童の学びや言動を価値

付けたり，意味付けたりすることで自己肯定

感や意欲も育つ。このような教師の言葉掛け

を通して，児童生徒は，自分の学びを俯瞰したり，

学び方を振り返ったり，学習方略(学び方)を学

んだりして，自己調整能力を高めていくと考える。

表３ 伴走者としての言葉掛け（例） ※ 令和４年度山下小公開全体研究論文より筆者加筆

尋ねる(引き出す) 共に考える(促す) 認め，励ます(称賛)
課題解決に必要としている 子供の考えている課題解 子供の課題解決への取組

ことや現在の学習状況への 決の方向へ進むことを促す言 を認め，意欲を高めたり，助
認識を引き出す言葉掛け 葉掛け 言したりする言葉掛け
・ 何に困っていますか。 ・ まず何ができるといいかな。 ・ もう解決できそうですね。そ
・ 解決できそうですか。 どうしたら解決できるかな。 の調子ですね。頑張ってね。
・ 課題を見付けたね。課題解 ・ そうですね。○○コーナー ・ 解決できたのは，どんな取り
決のために何が必要ですか。 （場）で確かめると，何かヒン 組み方がよかったのかな。よく
・ 結果は，納得できましたか。 トがもらえそうですよ。 頑張りましたね。
・ 動機付け ・ 自信，意欲 ・ 粘り強さ ･ 対処能力 ・ 自己肯定感 ・ 自信，意欲
・ 省察 ・ 自己調整能力 ・ 自己調整能力 ・コミュニケーション力 ・ 達成感 ・ 自己調整能力
※子供の思考を引き出す。 ※子供が自ら学び取る。 ※次の学びにつながる。
（例）【第６学年 体育科 単元名：自分のめあてに向かって！（跳び箱運動）】

学びの様相 【学びを調整する子供の声】 【伴走者としての言葉掛け】 教師の身構え
・ 跳び方に関心をもつ。 ○ 子供の課題や思い・願

・ 上手に跳びたいが，どう いを引き出す。

したらよいか分からない。 ◎ 子供の課題や困ってい

・ 自分の経験や知識を基 る事を把握し発言に共感

に,どうしたらよいか省察 する。そしてどのように解

する。(学びの省察) 決させるか考える。

・ 経験等を基に自分の学 【コツをすぐに教えない】

習方略（学び方）を考え， ○ 学習方法に気付いた

自分で決める。 ことを称賛し価値付ける。

・ 教師の価値付けや意味 また，その学習方略のよ

付けにより自分の学びに さを意味付ける。

見通しや自信をもつ。 ○ 学びの姿を見守る。

・ 自分が決めた学習方法 ○ 子供の取り組み方のよ

で課題解決を図る。 さを価値付け，課題解決

・ 課題解決のために自分 の方向性を促す。

で練習方法を工夫して粘 ○ 子供が自分で，解決の

り強く練習に取り組む。 方法を見いだし，課題解

・ 課題解決の達成感や成 決に向けて取り組んでい

就感をもち，自信をもって ることを価値付けたり，意

次の学びに向かう。 味付けたりする。

図２ 伴走者としての言葉掛けを意識した支援と子供の姿 ※令和４年度山下小公開全体研究論文より筆者加筆

友達に確認してもらったり，タブレットPCで
録画したりするとよさそうだと思います。

なるほど！友達に頼んでタブレットPCで録画し
てもらうと自分で確認できるね。【共に考える】

その方法で試してみます。

なかなか上手くいかないな。 何に困っていますか。【尋ねる】

首はね跳びのはねるタイミング

がよく分からなくて困っています。

はねるタイミングは難しいですよね。どうすれ

ばタイミングが分かりそうですか。【共に考える】

タブレットPCで動きを録画し，はねるタイミングを確認して練習を再開する。

動画で確かめると自分の動

きが分かるね。【共に考える】

マットで首倒立からおはね起きを練習しよう。腰を高く

上げるとタイミングが上手くいきそうだ。頑張るぞ！

動画を見ると，「くの字姿勢」は，大丈夫

だな。でも，腰が低いような気がする。

動画を使って，自分の課題を見付けられたね。

そのためにどうしたらいいかな？【尋ねる】

さっきよりはねるタイミングがいいね。もう少しで

首はね跳びができそうですよ。【認め，励ます】



単元や１単位時間の授業において，最も省察

が重要なのが終末の振り返りの場面である。児

童生徒自身が課題解決を図り，解決できた成

就感や達成感を味わい，学びを省察する中で，

自身の学びを俯瞰することができる。ここで重

要なのが，児童生徒に「何を」振り返らせるか

である。振り返りの視点をワークシート等で絞っ

て考えさせることで児童生徒が省察する方略を

学ぶ。メタ認知や自己調整能力の育成から考

えると，「学び方」に着目させて振り返らせたい。

國學院大學の田村氏 2)は，振り返りでは，「学

習内容を自らつなげ自己変容を自覚する」こと

が重要であると述べている。自己の学びを振り

返る中で，メタ認知を働かせ，自分の学びを客

観的に捉えることができるような振り返りの視点

にしたい。具体的には，「課題（めあて）に対し

て，どのように自分は取り組んだか」等の学び

方の視点から振り返らせることが大切である。

また，鹿児島市立向陽小学校の西原氏(20

23)は，学び方を省察する工夫としてロイロノー

トを活用し，「小単元一枚ポートフォリオ」の有

効性を示した（図３）。児童が小単元の振り返

りを1枚ポートフォリオとしてまとめることで，小

単元全体を見通して，自己変容に気付きやすく，

これまでの自分の学び方を見直し，次の学びの

見通しをもつことができた。また，習得した知

識を，概念化することにも繋がった。このように，

単元や１単位時間の授業終末では，自分の学び

を振り返る場を設定することで，児童生徒は自

己変容を自覚し，よりよい学習方略（学び方）

を身に付けることができると考える。

図３ 児童が作成した１枚ポートフォリオ

６ 自分の学びを省察する振り返り ７ おわりに

本稿では，見えない学力と呼ばれる「非認

知能力」や「学びに向かう力，人間性等」を

育てる学習指導の方法として，「学びを省察

する学習指導の在り方」と，「教師の言葉掛

け」について述べてきた。この二つの指導方

法を考える中で，共通することがある。それ

は，教師が児童生徒の姿をしっかりと見取り，

その後の指導に生かすことである。まずは，

児童生徒が「何ができるようになったか」を

様々な評価方法で見取る教師の力が重要であ

る。そして，教師は，その子の学びに応じた

「個に応じた指導」を行っていきたい。

また，児童生徒自身が，自分に合った学習

方略（学び方）を身に付けることも大切であ

る。そのためには，自ら主体的に「学び方を

学ぶ」という学習の場の設定と伴走者として

の言葉掛けを常に心掛けたい。そのことで，

自立的な学び手に育っていくと考える。

さらに，知識や情報が溢れる現代の情報社

会においては，自分の課題に対してそれらを

どのように取捨選択して学び，実際にどのよ

うに活用するのかというメタ認知や自己調整

能力がますます重要になる。そのような学び

をコーディネートしたり，コーチングしたり

することが，これからの時代の教師の役割だ

と考える。
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